
参加費参加費

1,000円
大学生以下無料

どなたでもご参加いただけます。
ご家族、ご友人お誘い合わせてご参加下さい！

主催　石川大真理講演会実行委員会　後援　公益財団法人生長の家社会事業団

昭和 30 年熊本県生まれ。九州大学卒業後、
生長の家本部に奉職し、青年会部、相愛
会部で活躍。その後、山形教区教化部長
を歴任ののち生長の家総本山で練成部、
神癒祈願部でご活躍されました。現在は谷
口雅春先生を学ぶ会代表として谷口雅春先
生の御教えを正しく、歪みなく伝える、誌
友会、勉強会の拡大に尽力されています。

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
代　表
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公益財団法人新教育者連盟
理 事 長
学校法人日本航空学園
常 務 理 事
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裏面の申込用紙に必要事項を記入の上ファックスでお申込下さい。

お問い合わせ・お申し込み　TEL・FAX 0767 － 53 － 5913（中村）

昭和 33 年、京都府生まれ。中学一年生の
時母親の勧めで青少年練成会に参加し、「人
間神の子無限力」の教えに触れる。日本航
空高校航空学科、明星大学理工学部を卒業
し、現在は日本航空学園常務理事。谷口雅
春先生の教えを教育に実践し、日本の国に
誇りを持ち、世界に貢献できる人材を続 と々
輩出されています。
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石川の地に『生命の實相』の真理が降り注ぐ石川の地に『生命の實相』の真理が降り注ぐ!!!!
幸福の扉を開く幸福の扉を開く
―笑顔と感謝で新たなよろこびの人生を―笑顔と感謝で新たなよろこびの人生を！！

日　程日　程

令和７年令和７年

３３月月３０３０日（日）日（日）
13:3013:30～～ 16:3016:30

（（13:0013:00開場）開場） 会　場会　場

白山市松任
学習センタープララ
※会場へのアクセスは
裏面をご覧下さい

テキストテキスト

『古事記と日本国の世界的使命』
定価 1,885 円（税込）

月刊『谷口雅春先生を学ぶ』
令和 7年 3月号
定価 550 円（税込）

講　師講　師
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第４回  石川大真理講演会　参加申込書
フリガナ

参加される

ご家族の方

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
名　前 （ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

住　所

〒

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

電話番号 紹介者
（参加勉強会）

ご記入いただいた個人情報は、本会の運営、連絡等のほか、これに付随する業務を行う目的の範囲内で利用し、それ以外の目的に利用することはありません。 

参加のお申し込みは上記に必要事項を記入の上ＦＡＸでお申し込み下さい。
当日もこの申込書をご持参ください。 FAX 0767 － 53 － 5913（中村）
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松 任 駅

南口

松任城址公園

市民工房
うるわし

松任文化会館
ピーノ

いしかわ鉄道

北陸新幹線

←至 福井・小松方面

至 金沢・津幡方面 →

至  

国
道
８
号
線
↓

白山市
松任学習センター
プララ

白山市
松任学習センター
プララ

白山市松任学習センタープララ
住所：石川県白山市古城町305
T E L：076 − 274 − 5411 

いしかわ鉄道「松任」駅 南口より徒歩３分。

会場アクセス
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